
第２回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 会 議 録 1 

2 

  3 
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議 長  副 議 長   局 長  次  長  副 主 幹  担 当  担 当 

  

文書取扱主任 

 

開催年月日 平成23年６月８日（水曜日） 開会 10時00分 閉会13時45分 

開 催 場 所 第三委員会室 

出 席 委 員 
山口、山本、坂井、小野、三上、窪之内 事 

務 

局 

中嶋事務局長 

議長、委員外議員～清水、木下、関藤 田湯次長 

欠 席 委 員 なし 原田主事 

説 明 員 別紙のとおり 

議 件 別紙のとおり 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

の 

 

 

 

概 

 

 

 

要 

  

１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）平成２３年度一般会計補正予算について 

（２）農業開発公社について  

（３）滝川市にぎわい広場に係る指定管理者の指定等について 

（４）平成２３年度一般会計補正予算について          

（５）航空科学研修センターの無償譲渡について 

（６）「こどもたちに大空のプレゼント」の開催結果について 

（７）ロハスデザイン大賞２０１１新宿御苑展出展について  

（８）滝川高等技術専門学院跡地活用について    

（９）滝川畜産試験場跡地利用計画について 

（10）第１２回菜の花まつりの開催について  

（11）横綱白鵬関の来滝について   

○  滝川市観光振興計画について 

（12）建設部工事発注状況について  

（13）有明地区地籍調査について     

（14）石狩川流域下水道 し尿等共同処理事業について      

（15）平成２３年度一般会計補正予算について 

（16）平成２３年度一般会計補正予算について 

（17）「滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例」について 

２．第２回定例会以降の調査事項について 

別紙調査項目のとおりとすることに決定した。 
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３．その他について 

三上委員から常任委員会の視察の検討について提案があり、関心のある項目を各自で調べ 

  次回の委員会に持ち寄ることに決定した。 

４．次回委員会の日程について 

  正副委員長に一任することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  山 口 清 悦  ○印 
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   平成23年６月６日 6 

 7 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 8 

 9 

                                 滝川市長 前 田 康 吉 10 

 11 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 12 

 13 

 平成23年５月13日付け滝議第22号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次の 14 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 15 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 16 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 17 

 18 

記 19 

 20 

 滝川市長の委任を受けた者 21 

  経済部長     若 山 重 樹 22 

  経済部参事     多 田 幸 秀 23 

  経済部参事     中 島 隆 宏 24 

  経済部商工観光課長    五十嵐 千夏雄 25 

  経済部商工観光課主幹    日 口 裕 二 26 

  経済部商工観光課産業観光連携室長   浦 川 学 央 27 

  経済部商工観光課産業観光連携室主査  澤 田 忠 信 28 

  経済部商工観光課産業観光連携室主査  諏 佐   孝 29 

  経済部商工観光課産業観光連携室主任主事  清 水 拡 智 30 

  経済部商工観光課元気タウン推進室長  千 田 史 朗 31 

  経済部商工観光課元気タウン推進室次長  長 瀬 文 敬 32 

  経済部商工観光課元気タウン推進室主査  加 地 幸 治 33 

  経済部農政課副主幹                 阪 本 康 雅 34 

経済部農政課農業基盤整備室副主幹          北 野 清 隆 35 

経済部農政課農業基盤整備室主査           壽 永 七月男 36 

経済部土地利用対策室長    新 井 敏 幸 37 

  建設部長     大 平 正 一 38 

  建設部技監     三 谷 文 彰 39 

  建設部土木課副主幹    尾 崎   敦 40 

  建設部土木課主査    近 藤 誕 樹 41 

  建設部土木課都市計画室長   高 瀬 慎二郎 42 

  建設部土木課都市計画室副主幹   山 崎 智 弘 43 

  建設部土木課都市計画室主任級技師   東   忠 司 44 

  建設部建築住宅課副主幹    伊 藤 和 博 45 

                               （総務部総務課総務グループ） 46 

 47 



 

 

 

第２回経済建設常任委員会 48 

H23.6.8(水)10:00～ 49 

第 三 委 員 会 室 50 

○ 開   会 51 

   52 

○ 委員長挨拶（委員動静） 53 

 54 

 55 

１． 所管からの報告事項について 56 

《経済部》 57 

（１）平成２３年度一般会計補正予算について               （資料） 農 政 課 58 

（２）農業開発公社について                  （資料） 農 政 課 59 

（３）滝川市にぎわい広場に係る指定管理者の指定等について   （資料） 商工観光課 60 

（４）平成２３年度一般会計補正予算について                   （資料） 商工観光課 61 

（５）航空科学研修センターの無償譲渡について         （資料） 商工観光課 62 

（６）「こどもたちに大空のプレゼント」の開催結果について    （資料） 商工観光課 63 

（７）ロハスデザイン大賞２０１１新宿御苑展出展について    （資料） 商工観光課 64 

（８）滝川高等技術専門学院跡地活用について          （資料） 商工観光課 65 

（９）滝川畜産試験場跡地利用計画について           （資料） 商工観光課 66 

（10）第１２回菜の花まつりの開催について           （資料） 商工観光課 67 

（11）横綱白鵬関の来滝について                （資料） 商工観光課 68 

 69 

《建設部》 70 

（12）建設部工事発注状況について                  （資料） 建築住宅課 71 

                                      土 木 課 72 

（13）有明地区地籍調査について                （資料） 都市計画室 73 

（14）石狩川流域下水道 し尿等共同処理事業について           （資料） 都市計画室 74 

（15）平成２３年度一般会計補正予算について             （資料） 土 木 課 75 

（16）平成２３年度一般会計補正予算について          （資料） 都市計画室 76 

（17）「滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例」について 77 

                                （資料） 建築住宅課 78 

 79 

 80 

２．第２回定例会以降の調査事項について～別紙 81 

 82 

 83 

３．その他について   84 

 85 

 86 

４．次回委員会の日程について 87 

 88 

 89 

○ 閉  会 90 



 

１ 

 

 91 

第２回 経済建設常任委員会 92 

H23.6.8(水)10:00～ 93 

第 三 委 員 会 室 94 

 開 会 １０：００ 95 

委 員 長     委員動静報告 96 

全員出席。議長出席。委員外議員～清水、関藤。北海道新聞並びにプレス空知 97 

の傍聴を許可する。 98 

１. 所管からの報告事項について 99 

委 員 長     （１）について説明願う。 100 

         （１）平成23年度一般会計補正予算について 101 

阪本副主幹    （別紙資料に基づき説明する。） 102 

北野副主幹    （別紙資料に基づき説明する。） 103 

壽永主査     （別紙資料に基づき説明する。） 104 

委 員 長     説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。 105 

窪 之 内          ① 事務経費等を補正予算として計上するとなっているが、事務経費等の基準 106 

のようなものは人数的に決まっているのか面積に対して金額が決まっているの 107 

か、その辺がどうなっているのかを伺う。 108 

         ② 土地改良事業に関して、一応１地区６年ということで計画してやっている 109 

わけだが、今年度新たなパワーアップ事業は23年度から27年度までの５年間 110 

ということで当然はみ出る部分があり、28年度以降も予定しているところがあ 111 

る。現段階でこうした予算でやっていけるという見通しがあるのか。国から土 112 

地改良事業の経費を削減するような話も出ている。こういう方向で計画どおり 113 

やっていけると見込めるのか。 114 

         ③ 用水施設と排水施設の農家負担と市負担の関係が変わったということで、 115 

農家負担から見てどの事業をやろうとしているかによって排水でいえば今まで 116 

よりも安くなり、用水をやろうと思ったら高くなる。そのバランスがあると思 117 

うが、全体で見ると農家負担は補助率が変わったことによってこのバランスは 118 

どのような影響を受けるのか。 119 

         ④ 農地・水・環境保全の対策として23年度から交付金直接支払制度が出てき 120 

たと私は聞こえたが、各地区でやっている農地・水・環境保全というのはもっ 121 

と規模が大きいものであり、こういう形でやっているわけではないと思うので 122 

それとは全く別のことなのかどうかを伺いたい。 123 

阪本副主幹    ① 推進事業費の基準は特段面積がどうという基準はない。ただ、農林水産省 124 

で出している農業者戸別所得補償制度推進事業の実施要綱に基づいて積み上げ 125 

た中身を道庁に提出し審査を受け内示をもらうという形でやっているので、む 126 

だな経費は道庁のほうで見ていただくので必要な経費のみ要綱に基づいていた 127 

だいているという形になっている。 128 

北野副主幹    ② 新パワーアップ事業が23年度から27年度ということで先ほど総事業費等 129 

積算したが、28年度以降も今回のパワーアップ事業が続いての積算である。今 130 

現在１年に必要な地区管理計画で各地区事業費計上されているが、必要な予算 131 

の約６割から６割５分ぐらいしか予算が来ていない。このままだと、１地区６ 132 

年間が約10年ぐらいかかるという見込みである。 133 

③ パワーアップ事業の負担率による農家負担の影響であるが、用水施設につ 134 



 

２ 

 

いては約２億4,000万円ほどの増が見込まれる。これは14地区全部の地区で積 135 

算したものである。排水施設については約6,000万円ほどの軽減である。差し 136 

引き１億8,000万円ほど農家負担が全体でふえ、反対を言うと市がその分減る 137 

という形になる。 138 

壽永主査     ④ 農地・水・環境保全向上対策事業は大きく共同活動支援と営農活動支援に 139 

分かれている。営農活動支援のほうはいわゆる２階建てと言われている部分で 140 

あるが、環境保全型農業直接支払交付金のほうは営農活動支援のほうの合計と 141 

なる事業である。本来平成19年から23年度までの５カ年事業としてやってい 142 

るので、後継となるということで24年度からこの事業も始まればつじつまが合 143 

うような感じである。今回農業者戸別所得補償制度が今年度から本格実施され 144 

るということもあり、１年前倒しして23年度は重複するような期間になるが、 145 

23年度からこの事業は始まったと国のほうから説明を受けている。 146 

窪 之 内     今回２戸の農家ということだったが、これは年度の途中でもそれに該当すれば 147 

申し込みは可能なのか伺う。 148 

壽永主査     一応毎年６月末を申し込みの締切にしている。23年度に関しては基本的に終わ 149 

りだが、毎年申し込める状況になっているので単年度で申し込みいただく形に 150 

なっている。 151 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（１）は報告済みとする。（２）について説明願う。 152 

         （２）農業開発公社について 153 

新井室長     （別紙資料に基づき説明する。） 154 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 155 

窪 之 内      清算手続は順調に進んでいるということだが、後の利用に関して、ここと関係 156 

ないことであれば別に聞くが、その辺は順調に進んでいるのかを伺う。 157 

若山部長     施設については今回農業開発公社がなくなるということで、施設自体を建物、 158 

機械を含めて売却という形で清算の中の収入に入れている。その使い方は市内 159 

の企業、株式会社滝川アグリで使用されているという状況である。ただ、タマ 160 

ネギの加工場についてはアグリ自体で持っていて、以前ほどの生産能力がアグ 161 

リの中にまだないということで、将来的にはわからないが現時点では農業開発 162 

公社の持っていたタマネギを切る加工のところは使われていないと聞いている。 163 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（２）は報告済みとする。所管の入れかえにつき若 164 

干休憩する。 165 

休 憩 １０：３１ 166 

再 開 １０：３３ 167 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開する。（３）について説明願う。 168 

         （３）滝川市にぎわい広場に係る指定管理者の指定等について 169 

加地主査      （別紙資料に基づき説明する。） 170 

委 員 長     説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。（なし）（３）は報 171 

告済みとする。（４）について説明願う。 172 

（４）平成23年度一般会計補正予算について 173 

加地主査     （別紙資料に基づき説明する。） 174 

長瀬次長     （別紙資料に基づき説明する。）  175 

委 員 長      説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。 176 

坂  井     ① 中心市街地活性化対策事業に要する経費のうちの、中活協の組織強化の支 177 

援ということで今回 400 万円の基金の積み増しということで上がっているが、 178 



 

３ 

 

その中で専任の職員ということであるが、私も尐なからずこういうことにかか 179 

わらせていただいている中で非常にこれはお願いしたいところではあるが、専 180 

任の職員というものの重要性というか、だれでもいいということではないと思 181 

う。専任の職員のもくろみのようなものがあるのかどうか伺う。 182 

         ② 経費不足分は商工会議所・市商連からの負担を求めたいとあるが、経費不 183 

足というのはどういったことを想定しているのか。もし、実際に経費不足に陥 184 

ったときには商工会議所と市商連から負担ということで、ある程度の内諾を得 185 

ているのかを伺う。 186 

千田室長      ① だれでもいいということではない。商工会議所といろいろ話をさせていた 187 

だいているが、やる以上は商工会議所としてどういう人間が必要かということ 188 

をしっかり認識していただいて、この中活計画期間の残りが１年10カ月である 189 

ので、これに当たる人間を真剣に探していただきたいということで相談させて 190 

いただいているところである。 191 

         ② 2,095 万円不足している。ただこれを現金で支出するのか、それとも例え 192 

ば賃料共益費、事務諸経費等ともあるので、それを人件費として人を出してい 193 

ただくのかということについては詰め切れていないが、何らかの支援をいただ 194 

きたいと協議しているところである。 195 

委 員 長      他に質疑はあるか。 196 

窪 之 内      ① 中心市街地活性化協議会の強化について、坂井委員から市の嘱託職員の給 197 

料の関係の話が出たが、これからの中心市街地の活性化を考える上で、民主導 198 

型でやっていきたいというのは前の補正内容の２番のときにそういう意見も出 199 

されたと思うが、そう考えると市の嘱託職員分ということで見れば全国的な中 200 

でこういうことを手がけてきているのようなふさわしい人物を探すとして、先 201 

ほど商工会議所と相談してと言われていたが、そういう方がどのような形で１ 202 

年200万円、１年８か月で400万円でこのプランにかかわっていただけるのか 203 

が見えない。例えば滝川にびっしりいて、いろいろ調査活動もやるのか、それ 204 

ともどこかにいて資料だけ送って、向こうで絵を描いてもらったりするのか、 205 

その辺が今の説明ではよくわからないので説明願う。  206 

         ② アーケードに関してだが、公共インフラとしての役割の維持の必要性を考 207 

慮ということで償還期間分10年×123万円というのはまだまだアーケードの償 208 

還されていない部分の10年間を指すということで理解してよいか伺う。 209 

         ③ 駅前再開発ビルの再生というのは、無償譲渡を受ける方向で検討作業を進 210 

める。ビル再生に向けたプランを構築、フロアの利活用というのがあるけれど 211 

も、無償譲渡を受ける方向で検討するとしてもいろんな問題が駅前再開発ビル 212 

には残されている。その辺が公開されないままどこかで検討されていくという 213 

のは秘密裏に行われるような気がして仕方がない。その辺はどのようにして考 214 

えられているのか。もちろん固定資産税の滞納の問題などいろんなことも含め 215 

て考えられているのか。市民の声を聞くとなっているが、市民は駅前再開発ビ 216 

ルの再生を本当に望んでいるのかどうかということを確かめようとはしない計 217 

画である。再生を前提として市民の声を聞くということになっている。市民の 218 

声を聞く場合には、再生を前提としないような意見も聞くということも含んで 219 

いるととらえてよいかどうか伺う。 220 

         ④ 活性化拠点事業の関係だが、「た・べる」の機能転換となっていて経済建設 221 

常任委員会で前回報告がなかったが、「た・べる」が機能転換せざるを得なくな 222 



 

４ 

 

った理由やどうしてかということは報告されてないと思う。赤字だったのかと 223 

思うが、その辺の総括もすべきであるし、報告すべきだと思うがいかがか。 224 

千田室長      ① 全国から公募するというのは考えていない。ただ、中心市街地活性化協議 225 

会というのは各会議所を含めて19団体の多くの方が参画している。中心市街地 226 

活性化基本計画を策定するときはいろいろと会議を開いて、活性化委員会とい 227 

うのもありいろいろ動きがあったけれども、計画が３年過ぎた中で非常に形骸 228 

化してきて報告事項だけになっている。そういう部分の中でこの協議会を本当 229 

に動かしていただくような事務方の人間を雇いたいということである。 230 

② 空き店舗対策という部分の一部である。詳細のことは駅前商店街と鈴蘭商 231 

店街もあるのでかなり償還分が残っている。ただ制度は中活協で考えていただ 232 

かなくてはならないが、昨年滝川市商店街振興組合連合会で商店街と共同環境 233 

施設検討調査をし検討をまとめ、今後アーケードを含めどうしていこうかと一 234 

生懸命検討していただいて報告書にまとめてもらっているところである。これ 235 

を本当にどう進めるかという部分と、金市館さん含め本来いただける部分の大 236 

型店舗が抜け、今まで20年頑張って払ってきたが限界に来ているという中で、 237 

これを本当にほうっておいていいのかという部分の中でこのお金を積ませてい 238 

ただきたいが、アーケードだけの問題ではなくて、例えば大通り商店街、銀座 239 

商店街、坂の上商店街、江部乙商店街もいろいろそういう施設を持っている。 240 

その中で実際この報告書のようにまとまったものがあるけれども、こういうも 241 

のをまさしくやって努力して勝ち取っていただけるお金かと考えている。 242 

③ ビジョンはつくっており、今２本立てで考えている。例えば中心市街地の 243 

中の駅ビルは本当に必要なのかという部分を今検討しているところである。そ 244 

れが本当に必要だということであればその再生をどうしていくかという２本立 245 

てで進めていきたいと考えている。その中で市民全員の意見を聞ける場ができ 246 

るかどうかは明言できないが、先ほど言った19の、各金融機関、消費者協会、 247 

短大、商店街、文化連盟等々のいろいろな方が中心市街地活性化協議会に入っ 248 

ている。こういった方々の意見をまず聞くのと、それと先ほどの活性化ビジョ 249 

ンを含めて今弁護士を含めて別の委員会を立ち上げてこの計画が社会通念上間 250 

違っているかどうか妥当なものなのかという部分を検討する組織を立ち上げて 251 

進めたいと考えている。 252 

         ④ 「た・べる」は滝川市商店街振興組合連合会が担っていただいて中心市街 253 

地活性化協議会の中でも実施事業的な扱いで取り扱っていただいている。何が 254 

原因かという中で市商連の中では飲食部分が非常に厳しかった。飲食が集客を 255 

阻害しているという部分があったため、例えば公共交通の中でバス停の待合所 256 

として開放しても飲食店ということなのでなかなか飲食しないと入りづらいと 257 

いう部分もあったので、その部分の方向転換を市商連と行政といろいろ相談し、 258 

今「まちぷら」という状況になっている。 259 

窪 之 内      駅前再開発ビルの関係で違う角度から弁護士を含めてこういうことが社会通念 260 

上通るのかどうかを検討してもらうという話をされていたが、それはいつぐら 261 

いまでに結論が出されることになると考えたらよいのか。 262 

千田室長      ビルの状況等についてはビル側の考えもあるが私どもとしては次の議会までに 263 

は、その前段には何らかの形で委員会には報告したいと考えている。今いろい 264 

ろビルはビル側で整理を進めているところもあるが、その状況の中では私ども 265 

としては向いのトピアの状況を踏まえてなかなか再生できずだれも手をつけれ 266 
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ない状況にはしたくないと考えて進めているところである。 267 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）途中だが、委員外議員として木下議員の出席を許可 268 

する。柴田議員の傍聴を許可する。質疑がなければもう一つの一般会計補正予 269 

算の説明を願う。 270 

諏佐主査     （別紙資料に基づき説明する。） 271 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。（なし）（４）について報告済みとする。（５） 272 

について説明願う。 273 

         （５）航空科学研修センターの無償譲渡について 274 

日口主幹     （別紙資料に基づき説明する。） 275 

委 員 長      説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。（なし）（５）は報 276 

告済みとする。（６）について説明願う。 277 

（６）「こどもたちに大空のプレゼント」の開催結果について 278 

日口主幹     （別紙資料に基づき説明する。） 279 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。（なし）（６）は報告済みとする。（７）につい 280 

て説明願う。 281 

（７）ロハスデザイン大賞２０１１新宿御苑展出展について 282 

浦川室長      （別紙資料に基づき説明する。）  283 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。（なし）（７）は報告済みとする。（８）につい 284 

て説明願う。 285 

（８）滝川高等技術専門学院跡地活用について 286 

五十嵐課長    （別紙資料に基づき説明する。）  287 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 288 

窪 之 内      道が売却予定額の提示をしたときにいろいろ調査をしたということだが、昭和 289 

56年が一番古いということもあり、教育センターとして活用するための改修等 290 

の試算等は行ったのかどうか、行っていれば金額を伺う。空知教育センターな 291 

ので譲渡を受けた後滝川市が財産として取得したけれども、使用に当たっては 292 

いろんなところが負担していくのかと思うが、その辺の考え方について伺う。 293 

五十嵐課長    今現在教育委員会で取得後の改修費についても検討している段階である。教育 294 

センターについては空知管内25市で空知教育センター組合を設置し、今現在運 295 

営している。こちらのほうでも７市町で移転の検討委員会をつくり、移転につ 296 

いてさまざま検討していただいている。改修についても古い建物なので改修が 297 

必要ということで、額については教育委員会から総務文教常任委員会で報告が 298 

あると思うが、改修費用については今現在の案では市で取得をし、改修をして 299 

組合から賃貸で家賃をいただくようなことを想定している。 300 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（８）は報告済みとする。（９）について説明願う。 301 

（９）滝川畜産試験場跡地利用計画について 302 

諏佐主査     （別紙資料に基づき説明する。） 303 

委 員 長     説明が終わった。質疑あるか。 304 

窪 之 内     ６次産業事業を今年度中にという報告をされたが、これを仮にここの部分だけ 305 

を実施するということでいろんな土地改良とかが想定されると思うが、その辺 306 

はどんなふうに考えているのか伺う。 307 

諏佐主査     農業生産をするに当たって 10 年以上放置されていて土地もやせているところ 308 

なので肥料も加えなければならないし、土壌改良は必要であると思う。それに 309 

ついては参入される事業者のほうで行うことで調整している。 310 
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窪 之 内     土地改良自体は参入する事業者任せということで、滝川としては、例えば道路 311 

とかその他のことでの支援というのは考えていないのか。すべて業者がそうい 312 

うことも含めてやるというふうに理解してよいのか伺う。 313 

若山部長     本来であればきちんとこういう企業でということで話できればと思うが、なか 314 

なかできないところであるが、その企業はどういうことをやるということで詰 315 

めて、それも含めて道庁とは協議をさせていただいている。その中での今後の 316 

方向としては、まず企業の中でできることはきちんと企業の中でやってほしい 317 

ということで進めてる。ただし取りつけ道路とかいろんな面で今後出ないとも 318 

限らない。そこのところも今詰めさせていただきたいということでやっている。 319 

ゼロということはなかなか言えないけれども、土改などそこら辺は市としてや 320 

り得る企業ということで思っているし、中に入った道路等も企業でやってもら 321 

う。第１期の企業に対してはそういう方向で進んでいる。 322 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（９）は報告済みとする。（10）について説明願う。 323 

         （10）第12回菜の花まつりの開催について  324 

澤田主査     （別紙資料に基づき説明する。） 325 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。（なし）（10）は報告済みとする。（11）につい 326 

て説明願う。 327 

（11）横綱白鵬関の来滝について 328 

浦川室長     （別紙資料に基づき説明する。） 329 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 330 

窪 之 内     ① 予算委員会のときに出たのかもしれないが、来滝予定者の方たちの全員が 331 

滝川市の予算の中で航空費、宿泊費を持つということで考えられていたのかど 332 

うか伺う。 333 

         ② 滝川の観光大使は滝川の宣伝をするのであり滝川に来て滝川の市民と交流 334 

するというのは内向きである。もっと外向きな観光大使としての、例えばロハ 335 

スの新宿御苑で、滝川の物産を売るとか宣伝してもらうということのほうが大 336 

切で、市民との交流のために時間を割くというのは観光大使としてのあり方の 337 

すごく根本的なところに疑問を感じるところがある。今回のプロジェクトの観 338 

光大使としての大きな目的は何なのかということを伺う。 339 

浦川室長     ① 滝川市として実行委員会に補助金を予算として見てもらっているが、そこ 340 

で負担させていただくのが横綱とマネージャーとつき人の３名ということにな 341 

る。家族に関しては予算の範囲で持っていないので出版記念パーティー等関係 342 

する団体等が宿泊費、旅費関係を負担するということで調整させていただいて 343 

いる。 344 

         ② 観光大使の役割については、私も窪之内委員と同じような考え方をもって 345 

いる。23年度のポイントととしては、何に力を入れるかというとまずお米。去 346 

年世間に出るようにＰＲされているがそれをできれば流通化するようにＪＡと 347 

ともにいろいろ調整を進めていきたいということに非常に重点を置いている。 348 

それから観光大使の役割としては横綱の知名度を利用して滝川の観光地、物産 349 

特産品が全国に周知されるというところをねらっている。必ずしも市民との交 350 

流というのが大きなねらいではないが、市民の中には横綱に会う機会はないの 351 

かということもあることから、市民交流事業の中でも滝川市のＰＲになるよう 352 

な内容でできるだけ決めたいと思っている。そのほか午後の視察の中で滝川の 353 

観光地等もメディアに載って全国に発信できればということで考えて、今回特 354 
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に１日目は午後に入って２日目は昼過ぎには札幌へテレビの収録に行かなくて 355 

はならないという短い時間の中でこのようなプログラムにさせていただいてい 356 

るので理解いただきたい。 357 

委 員 長     他に質疑はあるか。 358 

三  上     確認だが、宿泊費あるいは航空券代はこちらで手配して送るか何かしているの 359 

か。あるいは現金で一括で入っているのかどうか。領収書の関係もどのように 360 

なっているかを伺う。 361 

浦川室長     宿泊費も旅費も事務局である市の商工観光課のほうからチケットを取って、チ 362 

ケットをお送りしている。宿泊についてもこちらのほうからホテルなり旅行会 363 

社に頼んでいる。領収書については、今年度に関してはまだ現金が動いていな 364 

いので、それぞれ領収書はきちんといただいている。昨年度についても領収書 365 

はすべていただいている。 366 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（11）は報告済みとする。次第にはないが、報告事 367 

項がある。所管より説明願う。 368 

         ○滝川市観光振興計画について 369 

五十嵐課長     昨日机上配付させていただいた滝川市観光振興計画についてだが、新人議        370 

員もいらっしゃるので簡単に経過を説明させていただく。この計画については 371 

昨年２月に計画策定市民会議を立ち上げ９回にわたり協議をいただきまとめた 372 

ものである。２月23日の第35回経済建設常任委員会で概要を報告してまとめ 373 

たところであるが、ことしは統一地方選挙、市長選挙もあり市長がかわったと 374 

いうこともあり、５月に新市長のほうへ説明そして承認をいただき今回配付す 375 

るに至った。お目通しをぜひお願いしたい。 376 

委 員 長     この件について質疑はあるか。（なし）報告済みとする。ここで昼食休憩とする。 377 

再開は午後１時とする。 378 

休 憩 １１：５８ 379 

再 開 １３：００ 380 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開する。（12）について説明願う。 381 

（12）建設部工事発注状況について 382 

尾崎副主幹    （別紙資料に基づき説明する。） 383 

委 員 長     質疑はあるか。 384 

窪 之 内     100％近い発注率となる見込みはどの時期と考えたらいいのか伺う。 385 

尾崎副主幹    今の発注計画でいくと土木課の工事については９月で今の発注計画としては 386 

100％になる予定ではあるが、６月の第２回定例会において補正予算を上げてい 387 

るのでそれが入ってくると９月というのは無理かと今考えている。一応今の予 388 

定では９月で100％ということで考えている。 389 

三谷技監      建築のほうだが、今の予定でいくと、10月が一番遅い発注の予定であるが、建                                             390 

築のほうも補正等があるので延びる可能性がある。 391 

窪 之 内     業者にしたら一刻も早い受注ができるというのが望ましいと思うが、大体例年 392 

どおりの発注率なのかきちんと調べないで聞いているが、例えば部品などがこ 393 

の大震災の関係で入ってこないとかで影響を受けておくれているということは 394 

ないのかどうかを伺う。 395 

尾崎副主幹    発注率については土木課としては例年並みというふうに押さえている。資材は 396 

今のところ道路、公園、下水道の工事業者と商社等を通じて４月から調査して 397 

いるが資材が入らないとかということで工事が発注できないという事態には至 398 
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っていない。 399 

委 員 長     他に質疑あるか。（なし）（12）は報告済みとする。（13）について説明願う。 400 

（13）有明地区地籍調査について 401 

高瀬室長     （別紙資料に基づき説明する。） 402 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 403 

窪 之 内     全体で１割程度の面積が尐ないということなので、確定した段階では登記簿上 404 

の面積をすべて変えて登記をし直すということになると思うが、その辺の費用 405 

も個人には全くかからないで全体の国費、道費、市費で持つということなのか 406 

どうか伺う。くい打ちとかも全部含めてそういうふうになるのか伺う。 407 

高瀬室長     24、25 年度の間においてこのように個人負担はなしということで考えている。 408 

ただし、これはあくまで目安の確定なので表示するための座標軸を取るための 409 

ものであり、例えば家の前によくある用地の石標については石代を実費でいた 410 

だきますという話は説明会でさせていただいている。ぜひそのとき同時にやっ 411 

ていただければ自分で測量業者に頼んで発注するよりは安価になるのではない 412 

かということで説明会でも話させていただいている。 413 

委 員 長     他に質疑あるか。（なし）（13）は報告済みとする。（14）について説明願う。 414 

（14）石狩川流域下水道 し尿等共同処理事業について 415 

高瀬室長     （別紙資料に基づき説明する。） 416 

委 員 長     質疑はあるか。（なし）（14）は報告済みとする。（15）について説明願う。 417 

（15）平成23年度一般会計補正予算について 418 

尾崎副主幹    （別紙資料に基づき説明する。） 419 

委 員 長     説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。（なし）（15）は報 420 

告済みとする。（16）について説明願う。 421 

（16）平成23年度一般会計補正予算について 422 

高瀬室長     （別紙資料に基づき説明する。）  423 

委 員 長     説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。（なし） 424 

（16）は報告済みとする。（17）について説明願う。 425 

（17）「滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例」について 426 

三谷技監     （別紙資料に基づき説明する。） 427 

委 員 長     説明が終わった。議案関連なので留意願う。質疑はあるか。 428 

三  上     今の説明だとこの条例がなってから１年半経過していて、いろいろ要望があっ 429 

たということだが、この１年半で条例の適用外ということではじかれた業者数 430 

はどのくらいあったのか。 431 

伊藤副主幹    実際に問い合わせがありお断りした業者については２企業あった。 432 

三  上     大した影響はないと思うがいかがか。 433 

三谷技監     ２企業だが、もともと住宅を主体にやっていた業者であるので、企業にとって 434 

はかなり影響があったと思う。 435 

委 員 長     他に質疑はあるか。 436 

窪 之 内     実際に断った業者は２企業だったが、この改正によって新たに参入できること 437 

になる業者はどれくらいふえるということになるのか伺う。 438 

三谷技監     今言った２企業と実際に住宅をやっていないがもう一企業該当するところがあ 439 

り、３社である。 440 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）私から質疑させていただく。現行を変えることによ 441 

って本社を有する法人のみだったものが変わるということだが、地域の経済活 442 
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性化に逆行しないのか伺う。 443 

三谷技監     もともと滝川市で住宅の仕事をやっていたところであり、この条例、補助が使 444 

われればなお一層滝川市内にお金が落ち、経済効果が出るのではないかと思わ 445 

れる。 446 

委 員 長     改正後も、市内に本社を有する法人又は市内で事業を営む個人で括弧書きにな 447 

っているのも、これは市内に合併、譲渡等ということで想定される企業がある 448 

ということでよいか伺う。 449 

三谷技監     そのとおりである。 450 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）（17）は報告済みとする。若干休憩する。 451 

休 憩 １３：４２ 452 

再 開 １３：４３ 453 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開する。 454 

         ２．第２回定例会以降の調査事項について 455 

委 員 長     別紙調査項目のとおりと確認してよいか。（よし）そのように決定する。 456 

３．その他について    457 

委 員 長     事務局からあるか。（なし）委員から何かあるか。 458 

三    上     今回改選時で常任委員会の視察が本年度予定されていると思うが、まだ先とい 459 

うこともあるが、そろそろ念頭に入れてどこがいいのかという話し合いも必要 460 

かと思うので、委員長のほうで指揮していただけたらと思う。 461 

委 員 長     三上委員から研修視察に関する意見があったが、例年10月に常任委員会の視察 462 

を行っていると思うので、恐らく日程的には会派の視察の後ということになる 463 

ので今から検討していくほうがいいというふうに私も思う。きょうは皆さんそ 464 

れぞれ、所管の事業を視察したいところがあれば検討して次の委員会に持ち寄 465 

っていただければと思う。それでよろしいか。（よし）そのように決定する。 466 

他にあるか。（なし） 467 

         ４．次回委員会の日程について  468 

委 員 長         次回委員会の日程については、正副委員長に一任願えるか。（よし）以上をも 469 

って、第２回経済建設常任委員会を閉会する。 470 

 閉 会 １３：４５ 471 

 472 

 473 

 474 


